
　シマウマのしま模様は1頭だと

かえって目だちやすいですが、群

れでいると迷彩色となり、敵の目

をあざむく働きをしています。�

　また体温調節にも役立っています。�

　　スモモお母さんのおっぱい

をのんでいる赤ちゃん�

時速60kmの速さで走

る事ができます。�

　　 耳を自由に動かす事がで

き、体の位置を変えず、音と

その方向を知る事ができます。�

視野が広く、見えないのは頭のまうしろの

部分だけです。色もわかります。�
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 円山動物園ではオスのシンゴとメスのスモモ、そして�

9月19日生まれのメスの赤ちゃんの3頭を飼育しています。�
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